
産業変革の中、グループ
全体の成長、発展に向
けた活動が極めて重要

ひとつのSUBARUに向
けて皆さんと一緒に良い
会社に変わっていきたい

労使で進めている活動
「働き方改善」について

人財確保、多様な働き方、
販売会社統合について

電動化、適正取引、人財
不足について

物流業界の2024年問
題、労働環境改善

増収減益、生産性を上
げて利益に繋げる
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 　2024年9月10日（火）群馬県太田市ティアラグリーンパレスにて第53回定期大会を開催しました。
代議員130名（うち女性17名）、傍聴者67名（うち女性14名）が参加し、第30期後半期運動方針、予算規約・規程の改
定について確認をしました。

今後の活動に向けて、各組織がどのような状況にあるか参加者全員の認識を深めるための報告を行いました。

第30期　後半期に向けて………………………………P2
組織内議員　議員報告会　各組織の定期大会開催…P3

身近にできるボランティア活動、自動車総連「積立年金」…P4

各組織　状況報告
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現場に寄り添った活動、政治を動かすため
には職場の情報（問題課題）が大切

手取りを増やす対策（所得税減税、社会保険
料負担軽減）、自動車整備士不足について

国に提出する請願の内容、自動車関係諸
税、地方行政の予算を増やすことについて

宇都宮公共交通「ライトライン」の状況、沿
線の都市開発について

出産時のタクシー移動補助、自動車関係諸
税の請願について

自己紹介、次期大泉町議会議員選挙に向け
た決意表明

部労協
第46回定期大会

　第30期運動方針は、電動化や自動化などの技術革新がこれまでにないスピードで進み、企業においては異
業種との連携、参入、合併、再編と、生き残りをかけた状況にあることを念頭に置き、労連加盟の存在意義
や、課題を共に乗り越え成長できる状態を目指して策定しました。
　後半期においてもSUBARU労連は働く仲間のつなぎ役として、仲間同士が一体となり様々な課題に向き
合えるように共に話し合い、行動することで、課題を解決していく組織を目指し、労働組合の価値、存在感を
見出していきます。

　2024年9.月10日（火）定期大会後にSUBARU労連組織内議員による議員報告会を開催しました。

１．各組織や単組支部が互いの状況や環境が理解しあう機会の創出や接点づくりとともに課題解決を図っていく
環境づくり（例えば、対メーカーや企業への働きかけなど）を行っていきます。

２．様々な活動を推進するうえでは個の力（知識、スキル）だけでなく他を巻き込みながら組織全体で力を高め、考
え行動する人財が求められます。組合活動のみならず仕事も含め「自ら考え行動する」学べる機会をつくって
いきます。

３．福祉活動やジェンダー多様性、共済などの活動を通じ、仲間や他を思いやる気持ちの醸成に取り組みます。
４．産業の発展やより豊かな生活に向けて行政に関心を高めるとともに、我々の仲間（代表）を各級議会議員選挙
に送り出します。

後半期活動のポイント

組織内議員　議員報告会

各組織の定期大会開催

第 30期　後半期に向けて

SUBARU労連に集う仲間およびその家族の笑顔を作り出していく労連へ

参議院議員　礒﨑　哲史 参議院議員　浜口　誠

太田市議会議員　松浦　武志 宇都宮市議会議員　大久保　順也

大泉町議会議員　都丸　裕史 大泉町議会議員　候補予定者　新井　信吾

ＳＵＢＡＲＵ労組
第57回定期大会

スバル販労
第43回定期大会

スバルロジスティクス労組
第13回定期大会

SUBARUテクノ労組
第6回定期大会
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運動方針項目 具体的な活動内容

1. いきいきと安心して働くことができる環境づくり

①グループ全体の課題形成や改善に向けた取り組み
②総合生活改善と労働諸条件改善の取り組み推進
③ワークライフバランス向上への取り組み
④安全衛生に関わる取り組みの強化

・適正取引、操業変動、品質などテーマごとでの課題解
決に向けたスキーム作成
・調査データ等の情報提供を通じて、交渉を後押し
・健康増進につなげるためのセミナーを企画検討

2. 仲間の一体感や組織力向上の取り組み

①役員研修の実行
②ジェンダー共同・多様性推進の取り組み
③スケールメリットを活かした福利厚生の充実
④連合、金属労協、自動車総連と連携した取り組み
⑤働く仲間の輪を広げる取り組み
⑥情宣活動
⑦組織運営

・自ら考え行動に移すことができるなど、学べる機会を
提供
　役員研修や企業訪問・工場見学、意見交換会の開催
・女性委員会での情報共有や意見交換
・外国籍、障がい、LGBTQ+など様々な視点で組合活
動を考えられるよう、何ができるか考える機会の提供
・情報発信の更なる充実（機関紙、労連ニュース、
SNS）

3. だれもが安心・安全で暮らしやすい社会づくり

①政治を身近に感じられる取り組み
②自動車総連政策集への理解促進
③各級議会議員選挙への対応
④社会貢献の取り組み

・国会見学・Web懇談会、意見交換の開催
・政策研修会の開催、機関紙等での議員活動の情報発信
・第27回参議院議員選挙、大泉町議会議員選挙への取り
組み
・福祉活動の検討、身近に参加できるボランティア活動
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SUBARU労連ホームページにも、いろんな情報が掲載されています。
　　○ＳＵＢＡＲＵ労連ホームページアドレス　http://www.subarurouren.org/
　　○組合員専用　ID：subarurouren　パスワード：rouren50
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　SUBARU労連加盟単組支部にてフードドライブ活動を行い、フードバンクなどへ寄贈した量を人数に置き
換え（1食200ｇ×3食分を1名分とする）、SUBARU労連の組合員数と同等数（29,000人）分の寄贈（＝ありが
とう）を行おう!!というプロジェクトです。

身近にできるボランティア活動　もったいないを29.700人の「ありがとう」へプロジェクト

お問い合わせ 明治安田生命（自動車総連担当）

積立年金の新しいサービス「みんなのMYポータル」がオープン！

詳しいパンフレットやお申込書はお近くの組合執行部までお声掛けください。
0120-827-050 受付時間 9:00～17:00(土日祝日を除く)

制度の詳細を確認できます。団体共通IDでログインしてください。
https://www.meijiyasuda.co.jp/corporation/ld/myportal/

団体共通ID：a0000420
パスワード：sqxi1936

月払10口（10,000円）を
40年間継続して積み立てた
Aさんの場合
払込掛金累計額　　4,800,000円
積立金給付額　　約5,949,700円

月払10口（40,000円）を
10年間継続して積み立てた
Bさんの場合
払込掛金累計額　　  4,800,000円
積立金給付額       約4,974,000円

　自動車総連積立年金はスケールメリットを活かした自助努力による、ゆとりある老後の生活資金を準備する
年金制度です。2025年2月1日発行の新規募集を行っていますので、ぜひご検討ください。

自動車総連　「積立年金」　秋の新規募集

制
度
の
ポ
イ
ン
ト

①予定利率は、年1.25％＋配当率 予定利率は将来変更される場合があります。

②無理なく積立が可能 月払は千円(1口)から、ボーナスは1万円(1口)からOK
積立途中でも口数の変更が可能（2回/年）

③目的に合わせた２コース「個人年金コース」…個人年金保険料控除適用
「一般積立コース」…途中払い出しが何度でも可

　2024年8月5日にしげる工業労組が、121種類　合計350点の食
品をフードバンクおおた様に寄贈されました。今回の寄贈で、62
人分の「ありがとう」になりました。29,700人の「ありがとう」
まで、あと29,605人です。

フードバンクの現状
　物価高騰・光熱費の高騰や、学校の長期休みで給食がないことで1
人親家庭を中心に支援が増加するのに対し、寄贈される食品は減少
傾向にあります。
　賞味期限はまだあるけど食べきれない、たくさんいただいて食べき
れないなど、余っている食品があればフードバンクへ。一人のもった
いないは誰かのありがとうに変わります。

積立年金の
ポイントは動画でも確認

できます！

少しずつでも
長く続けること
が重要だね
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